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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 8,429 6.2 641 6.1 689 △0.6 467 △1.2

2021年３月期第３四半期 7,936 6.8 604 △9.1 693 0.6 473 △1.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期第３四半期 26.36 -

2021年３月期第３四半期 26.57 -

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 11,126 3,133 28.2

2021年３月期 10,428 2,961 28.4

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 3,133百万円 2021年３月期 2,961百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2021年３月期 - 0.00 - 9.00 9.00

2022年３月期 - 0.00 -

2022年３月期（予想） 11.00 11.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 11,334 9.6 814 11.3 870 3.4 595 3.4 33.39

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

配当予想については、本日（2022年２月３日）公表いたしました「配当予想に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 17,674,400 株 2021年３月期 17,824,400 株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 514 株 2021年３月期 514 株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 17,742,613 株 2021年３月期３Ｑ 17,823,886 株

※　注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半

期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更　                  ：無

③  会計上の見積りの変更　                    ：無

④  修正再表示　                              ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計

方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行により、政府や自治体による各

種施策の効果等はあったものの、企業収益、雇用情勢及び個人消費に弱さが残り、厳しい状況となりました。先行

きについては、国内において、新型コロナワクチンの接種率（２回目）が８割弱にまで達する一方で、高い感染力

を有する変異株の急速な感染拡大や金融資本市場の動向等のリスクもあり、不透明な状況にあります。

　当社を取り巻く環境について、外食業界においては、度重なる休業・営業時間短縮及び酒類提供時間の短縮要請

により、売上高、来客数が大幅に減少し、特に飲酒業態においては極めて厳しい状況が継続しましたが、緊急事態

宣言等の全面解除を受けた10月から12月には回復の兆しも見られました。また不動産市況については、当社が事業

展開している東京主要地域の商業不動産賃料は近年高止まりの状況が継続していたものの、感染症の影響拡大によ

り、インバウンド売上比率が高い地域や飲食・アミューズメント施設が強い地域では、テナント募集が大幅増とな

りました。特に、固定費が膨らむ大型の店舗物件や、駅外周部及び空中階に所在する店舗物件等については、出店

需要に弱さが見られ、家賃の下方圧力が強まる状況となりました。

　このような環境のなかで、当社が展開する店舗転貸借事業においては、コロナ禍においても旺盛な個人・小規模

飲食事業者の出店需要に対応し、「小規模」「好立地」「居抜き」店舗物件の積極的な仕入れ実施と共に、営業力

増強に向けた採用及び教育を推進しました。また、首都圏一都三県における営業時間短縮要請に係る協力金等につ

いて、飲食店向けの情報提供や申請支援を行いました。不動産売買事業においては、コロナ禍における物件売買の

機会を的確に捉えるべく、引き続き顧客開拓と物件仕入に注力しました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高8,429,317千円（前年同四半期比6.2％増）、営業利益

641,356千円（同6.1％増）、経常利益689,190千円（同0.6％減）、四半期純利益467,840千円（同1.2％減）となり

ました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①店舗転貸借事業

　店舗転貸借事業においては、当第３四半期累計期間における新規契約件数及び後継付け件数（閉店した店舗に

対し新規出店者と転貸借契約を締結したもの）の転貸借契約件数の合計は295件（前年同四半期比36.6％増）と

なりました。また、当第３四半期会計期間末における転貸借物件数は前事業年度末より182件純増し、合計1,888

件となりました。一方、給与・賞与や採用費の増加等により、販売費及び一般管理費は前年同四半期と比較して

若干増加しました。この結果、店舗転貸借事業の当第３四半期累計期間の業績は、売上高7,645,147千円（前年

同四半期比6.7％増）、セグメント利益535,295千円（同51.3％増）となりました。

②不動産売買事業

　不動産売買事業では、店舗転貸借事業を更に推進する為に、不動産業者とのリレーションシップ強化を目的と

して、店舗不動産の仕入販売や建築販売を行っております。当第３四半期累計期間においては、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により市場に様子見傾向が残るなかで、４物件を売却、５物件を取得し、当第３四半期会計期

間末における保有物件数は３件となりました。この結果、不動産売買事業の当第３四半期累計期間の業績は、売

上高784,170千円（前年同四半期比1.5％増）、セグメント利益106,061千円（同57.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ698,313千円増加し、11,126,976千円となり

ました。これは主に差入保証金が497,954千円、有形固定資産が256,881千円、現金及び預金が164,778千円それぞ

れ増加し、販売用不動産が306,368千円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ526,187千円増加し、7,993,555千円となりま

した。これは主に預り保証金が538,528千円、前受収益が160,466千円それぞれ増加し、流動負債のその他に含まれ

る預り金が197,818千円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ172,125千円増加し、3,133,420千円となり

ました。これは主に利益剰余金が172,206千円増加したことによるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の業績予想については、2021年５月13日の「2021年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の

業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,908,850 3,073,629

販売用不動産 518,715 212,347

前払費用 826,071 918,873

その他 143,880 100,438

流動資産合計 4,397,518 4,305,288

固定資産

有形固定資産 446,035 702,916

無形固定資産 32,091 29,933

投資その他の資産

差入保証金 5,122,621 5,620,576

その他 430,396 468,261

投資その他の資産合計 5,553,017 6,088,837

固定資産合計 6,031,144 6,821,687

資産合計 10,428,662 11,126,976

負債の部

流動負債

前受収益 1,005,568 1,166,035

賞与引当金 32,650 40,603

その他 717,402 435,704

流動負債合計 1,755,621 1,642,342

固定負債

預り保証金 5,482,052 6,020,580

その他 229,694 330,632

固定負債合計 5,711,746 6,351,213

負債合計 7,467,368 7,993,555

純資産の部

株主資本

資本金 308,394 308,394

資本剰余金 539,930 539,930

利益剰余金 2,113,351 2,285,558

自己株式 △382 △463

株主資本合計 2,961,294 3,133,420

純資産合計 2,961,294 3,133,420

負債純資産合計 10,428,662 11,126,976

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 7,936,552 8,429,317

売上原価 6,517,528 6,942,882

売上総利益 1,419,023 1,486,434

販売費及び一般管理費 814,406 845,078

営業利益 604,616 641,356

営業外収益

違約金収入 32,196 4,673

受取補償金 64,957 88,882

助成金収入 25,358 29,961

その他 6,630 8,508

営業外収益合計 129,143 132,026

営業外費用

支払補償費 35,849 75,570

その他 4,848 8,622

営業外費用合計 40,697 84,192

経常利益 693,062 689,190

税引前四半期純利益 693,062 689,190

法人税等 219,340 221,350

四半期純利益 473,722 467,840

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年８月４日開催の取締役会決議に基づき、2021年８月５日に自己株式150,000株を取得し、2021年

８月17日に自己株式150,000株の消却を実施いたしました。この結果、当第３四半期累計期間において利益剰余金

が135,218千円減少し、自己株式が81千円増加しております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　なお、収益認識会計基準等の適用による、当第３四半期累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響はあ

りません。

（単位：千円）

報告セグメント
計

四半期損益計算書
計上額

店舗転貸借事業 不動産売買事業

売上高

外部顧客への売上高 7,163,713 772,838 7,936,552 7,936,552

計 7,163,713 772,838 7,936,552 7,936,552

セグメント利益 353,731 250,884 604,616 604,616

（単位：千円）

報告セグメント
計

四半期損益計算書
計上額

店舗転貸借事業 不動産売買事業

売上高

外部顧客への売上高 7,645,147 784,170 8,429,317 8,429,317

計 7,645,147 784,170 8,429,317 8,429,317

セグメント利益 535,295 106,061 641,356 641,356

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する事項

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する事項
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